



高橋先生は 2007年の 11月に本学に特任教授として着任されました。この 3月で特任教授と
しては任期を終えられますが，引き続き兼任講師として木学の教員養成におjJを貸していただ
けることとなっています。
私は心理の専門家として学校現場を訪れることがあります。ただ，高等学校の教員免許は持
っているものの教師jとして学校現場で勤務したことはありません。そういうこともあり，
高橋先生から学校で教師として働く Jということがどういうことか，様々な機会を通じて
感じ取っていたような気がしております。そして，そのことは私自身の教職課程の教員として
のあり方にも，また，教職課程運営の方向性にも大きな影響を及ぼしたように思います。
その中のひとつとして，布、は教員採用試験準備講座の運営について述べたいと思います。教
員採用試験に合格するためには，多かれ少なかれ「テク三ツク」としての勉強が必要になりま
す。中には，このデクヱックを集中的に身につけさせ，手取り足取り学生の指導を行っている
大学もあるようですが，単なるテクニックを学ぶための場として教員採用試験準備講座を運営
することは，歴史と伝統を持ち，全国に多数の教師を輩出してきた本学の教職課程の誇りが許
すものではありません。時の政権や，国・自治体の顔色をうかがい，彼らの言説に疑問を感じ
ず，あるいは，感じたとしても感じないふりをしたまま教育を行ったとしたら，本学を創立し
た岸本辰雄・宮城市蔵・矢代操の三先生からお叱りを受けるに違いありません。
一方，本学は，現在 10学部及び大学院で教員養成喜子行っています。多様な個性と資質を持
つ優秀な学生が多いものの，教育学部や教育学科がないために，教師を目指す学生同士のつな
がり作りという両で，大学のパックアップ体制が十分には整っていないこ左が弱点でもありま
した。学校現場での困難への対応に，教師同士のつながりが大きな力を発揮することを考える
と，多様な学生が相互交流することなく教師になるとしたら何とももったいない話しです。教
員採用試験準備講座は上記のような課題に対応する使命も担っているといえます。
高橋先生は，私にとって，学校現場のおもしろさややるせなさ，それに人生のあたたかさや
ほろ苦さといった「におしリを身にまとった存在です。教員採用試験準備講座の運営では，私
はしばしば「大学」という枠組みや発想に縛られ心，意気Jや「自由な精神」を失いがちに
なりました。こうした私の「大学」くさい振る舞いに対して，高橋先生は，何度も「活Jを入
れて下さったように思います。また，元来，IJ"L'で短気な性格である私は「先回りして石橋を
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たたいてまわる」というような振る舞いをしがちなのですが，高橋先生は，いつも嫌な顔せず，
寄り添って下さいました。
高橋先生から教わったことを挙げるとしたら，それは「心意気」と「自由な精神」ではない
かと思います。そして，この二つは「教育」という仕事に携わる際にとても重要なことだろう
と思います。我々がとうした点を忘れないよう，ど退職後もずっと本学に寄り添い，折に触れ
「活」を入れていただけたらと思います。
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